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論文審査の要旨 

 

 本研究は、不登校児 70 名と性・年齢をマッチした対照群 105 名において、

J-KIDSCREEN-52 で測定した健康関連 QOL を比較した横断研究である。不登校児の健康

関連 QOL は、「社会の受け入れ」以外のすべての下位尺度で、対照群より有意に低く、

児の「自立性」の評価においては、本人による QOL 評価と親による QOL 評価の一致度

が、対照群と比べて低いとする結果は、新規性の高い知見である。また不登校児のうつ、

適応障害、自閉症スペクトラム障害といった疾病区分によって、低下する QOL 下位尺

度に違いがみられる点や、自尊感情が QOL と有意に正の相関を認めることを示した点

は、今後の診療に重要な示唆を与えるものである。 

公聴会では不登校児の年齢層による違いや、不登校児と対照群における QOL の差が

下位尺度別に異なるメカニズム、自閉症スペクトラム症を有する児において一部の QOL

下位尺度が高い理由についての質問に対し、申請者は QOL 尺度の性質や疾病特性に基

づいて妥当な考察を行ったうえで、今後の研究の方向性について述べており、審査委員

全員が「適」と判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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